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3 6 点 の 資 料 が 並 ぶ

～

1 2月

2 0日

　
防 長 （ 山 口 県 ） 出 身 の

幕 末 の 志 士 ・ 大

だ い

楽 ら く

源 太 郎

（ １ ８ ３ ４ 〜 １ ８ ７ １ ）　
同 館 は 、 山 口 市 ＝ 幕

末 ・ 明 治 維 新 ゆ か り の 観光 地 と い う イ メ ー ジ の 定着 や 、 山 口 市 に 対 す る 市民 の 郷 土 愛 の 醸 成 を 目 的と し て 、  「 幕 末 明 治 維 新漫 画 コ ン テ ス ト 」 を 初 めて 企 画 し た 。　
「 ４ コ マ 漫 画 」  「 １ コ マ

漫 画 」  「 キ ッ ズ イ ラ スト 」 の ３ 部 門 に 、

1 7都 道

を ご 存 じ だ ろ う か 。 作家 ・ 司 馬 遼 太 郎 の 著 書
「 木 曜 島 の 夜 会 」 や 「 花

神 」 に も 登 場 す る 人 物で 、 決 し て 無 名 と は 言 えな い が 、 一 般 的 に あ ま り知 ら れ て は い な い 。　
大 楽 の 没 後 １ ５ ０ 年 を

記 念 し た 企 画 展 「 大 楽 源太 郎 の 生 涯 〜 玄 瑞 の 友 ！益 次 郎 暗 殺 の 黒 幕 ？ 」 が十 朋 亭 維 新 館 （ 山 口 市 下竪 小 路 ）  で

1 2月

2 0日  （ 月 ）

ま で 開 催 さ れ て い る 。

2 3

日  （ 火 ・ 祝 ）  ま で 前 期 展 、
2 5日  （ 木 ）  か ら 後 期 展 と な

り 、 作 品 が 一 部 入 れ 替 えら れ る 。 ま た 、

2 3日 、

1 2

月 ４ 日  （ 土 ）  の 各 午 後 １ 時府 県 ・

5 6人 か ら

8 0作 品 の

応 募 が あ り 、 県 出 身 の 漫画 家 で 徳 山 大 経 済 学 部 特任 教 授 の な か は ら か ぜ さん ら に よ る 審 査 の 結 果 、優 秀 作 品 が 決 定 し た 。　

2 0日  （ 土 ）  午 前

1 0時 か ら

同 館 本 館 で 、 最 優 秀 賞 の除 幕 と 、 優 秀 賞 ・ 入 選 作品 が 発 表 さ れ る 「 お 披 露目 会 」 が 開 催 。 観 覧 無 料

田 雲
う ん

浜 ぴ ん

、 西 郷 隆 盛 ら と も

交 友 を 深 め 、 久 坂 玄 端 らと 国 事 に 奔 走 し た 。

6 6

年 、 大 道 （ 防 府 市 ） に 私塾 「 西

せ い

山 ざ ん

塾 じ ゅ く

」 を 開 設 。 わ

ず か ３ 年 間 の 短 い 期 間 だっ た が 、 近 隣 か ら 百 数 十人 の 入 門 者 が あ っ た と 言わ れ て い る 。 後 の 内 閣 総理 大 臣 ・ 寺 内 正 毅 も 同 塾の 出 身 だ 。

6 9年 、 門 下 生

の 神 代 直 人 、 団 伸 二 郎 ・大 田 瑞 太 郎 ら が 大 村 益 次郎 を 襲 撃 し 、 大 楽 は 教 唆を 疑 わ れ て 幽 囚 の 身 と なっ た 。 さ ら に 翌 年 、 奇 兵隊 な ど 諸 派 に よ る 脱 隊 騒で 、 な か は ら さ ん の 講 評を 聞 く こ と も で き る 。 なお 、 同 会 の 様 子 は 同 館 の動 画 投 稿 サ イ ト ・ ユ ー チュ ー ブ 公 式 ア カ ウ ン ト（
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） で も ラ イ ブ

配 信 さ れ る 。　
ま た 、 入 選 作 品 は 、 同

会 終 了 後 の

1 0時 半 頃 か ら

1 2月

2 7日  （ 月 ）  ま で 、 同 館

萬 代 家 主 屋 に 展 示 さ れ 、無 料 で 観 覧 で き る 。

動 の 首 謀 者 と の 嫌 疑 を 受け た 大 楽 は 、 豊 後 、 久 留米 へ 逃 亡 す る が 、 新 政 府か ら の 追 及 を 受 け た 久 留米 藩 人 に よ り 潜 伏 先 で 暗殺 さ れ た 。　
今 回 の 展 示 で は 、 尊 王

攘 夷 の 〝 大 義 〞 に 生 き なが ら 、 最 期 は 同 志 に よ って 討 た れ な け れ ば な ら なか っ た 大 楽 の 生 涯 を 、 関連 資 料 と と も に 振 り 返 る

こ と が で き る 。　
開 館 時 間 は 午 前 ９ 時 か

ら 午 後 ５ 時 ま で で 、 火 曜
（ 祝 日 の 場 合 は 翌 平 日 ）

休 館 。 観 覧 料 は 高 校 生 以上 ２ ０ ０ 円 、 小 中 学 生 １０ ０ 円 。 問 い 合 わ せ は 同施 設 の 指 定 管 理 者 Ｎ Ｐ Ｏ法 人 大 路 小 路 ま ち ・ ひ とづ く り ネ ッ ト ワ ー ク （

☎

０ ８ ３

－

９ ０ ２

－

１ ６ ８

８ ） へ 。

十 朋 亭 維 新 館 で 企 画 展

「 大 楽 源 太 郎 の 生 涯 」
幕 末 明 治 維 新 漫 画 コ ン テ ス ト

最 優 秀 作 品 な ど  「 お 披 露 目 会 」  と 展 示

２ ０ 日 〜 1 2 月 2 7 日

半 か ら 、 同 施 設学 芸 員 の 立 石 智章 さ ん に よ る ギャ ラ リ ー ト ー クも 開 か れ る 。 事前 申 し 込 み 不 要で 、 参 加 は 無 料（ 要 入 館 料 ）  。　
大 楽 は 、 １ ８

３ ４ 年 に 萩 城 下に 生 ま れ た 。 成長 し て か ら は僧 ・ 月 性 に 学び 、 儒 学 者 ・ 梅
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

初 冬 に 考 え る

寄 せ て い た 。 こ の 年 頃 に な る と 死 と いう も の を 考 え 始 め る の か 、 と 感 慨 深 かっ た 。　
私 は 、 小 学 六 年 生 ま で 父 と 一 つ の 布

団 に 寝 て い た 。 私 の 父 は 警 察 官 で あ った 。 枕 元 に は 黒 い 警 電 （ 警 察 専 用 線 業務 専 用 ） が 置 い て あ る 。 事 件 が 起 こ ると 警 電 が 鳴 る 。 父 は す ぐ に 起 き て 受 話器 を 取 る 。 私 も 目 が 覚 め る が 、 起 き てい る こ と を 悟 ら れ な い よ う に 息 を つ めて 布 団 の 中 で 電 話 の 話 を 聞 い て い る 。事 件 の 内 容 が わ か る 。 窃 盗 、 強 盗 、 詐欺 に 喧 嘩 。 聞 き 耳 を た て る 。 作 り 事 で

　
新 聞 の 投 稿 欄 に 『 死 ぬ と

ど う な る の で す か ？ 』 と いう 質 問 を 小 学 五 年 生 の 子 が

は な い 人 間 の 所 業 。 昼 間 読 ん だ 怪 人二 十 面 相 の 本 と 混 ざ り 合 う 。 頭 の 中で 推 理 す る 。 そ の う ち 父 は 署 に 行 くた め に 私 の 横 か ら 出 て い く 。 い な くな る 。　
父 の 去 っ た 布 団 の 中 で 丸 く な り な

が ら 、 父 が 死 ん だ ら 、 こ の ま ま 帰 って こ な か っ た ら 、 と 初 め て 人 間 の 死と 別 れ と い う こ と を 思 っ た 。　
六 十 数 年 も 前 の あ の 夜 の 、 私 が 死

を 実 感 と し て 考 え た 心 臓 の ド キ ド キし た 日 の こ と は 、 今 で も 手 に 汗 が 噴き 出 る ほ ど リ ア ル に 覚 え て い る 。 死を 意 識 し た 最 初 の 一 頁 だ 。 あ れ か ら何 度 も 人 の 死 に 会 い 、 永 遠 の 別 れ を味 わ っ た 。 投 稿 し た 子 も こ れ か ら 考え 続 け る だ ろ う 。 人 間 は ど こ か ら 来て ど こ に 行 く の だ ろ う 、 と 。

コ ー ス に 立 て ら れ た 目 印 の 旗

フ  ッ  ト パ  ス  で 持 続 可 能 な 地 域 お  こ し を

さ れ 、 地 域 の 魅 力 再 発見 や 郷 土 愛 の 醸 成 な どに 活 用 さ れ て い る 。　
名 田 島 で は 、 ２ 年 前

か ら

「 地 域 住 民 が 無 理

な く 続 け ら れ る 」 を モッ ト ー に

フ ッ ト パ ス を

取 り 入 れ た 地 域 づ く りを 始 め た 。 以 前 、 同 地域 で 作 成 し た ウ ォ ー キン グ マ ッ プ を 再 利 用 して フ ッ ト パ ス の コ ー スを 設 定 。 今 後 も 徐 々 にコ ー ス を 増 や し な が らウ ォ ー キ ン グ イ ベ ン トを 開 催 す る と い う 。

　 「 フ ッ ト パ ス 」 とは 、 地 域 に 存 在 す る 風景 を 楽 し み な が ら 「 歩く こ と （ ｆ ｏ ｏ ｔ ）  」が で き る 「 小 道 （ ｐ ａｔ ｈ ）  」 の こ と で 、 イギ リ ス が 発 祥 。 近 年 、日 本 で も 様 々 な 地 域 でフ ッ ト パ ス 事 業 が 展 開

N o. 2 3 7

名 田 島

　 「 今 あ る も の を 無 理 な く 活 用 し て 、 人 口 増 加に つ な げ た い 」 地 域 の 課 題 を 解 決 す る た めに 、 名 田 島 地 域 が 始 め た 取 り 組 み と は ― ― 。

 １ 行 記 事　 「 小 さ な 小 さ な モ ラ の 世 界 ～ 山 口 に エ ー ル を 」 が 、 あ す １ ４ 日 ま で 山 口 市 菜 香 亭 （ 山 口 市 天 花 １ ） で 開 催 。 パ ナ マ の 手 芸 品 ・ モ ラ が 約 ５ ０ 点 展 示 さ れ て い る 。

家 田 荘 子 さ ん

山 口 市 人 権 ふ れ あ い フ ェ ス テ ィ バ ル

家 田 荘 子 さ ん が 人 権 に つ い て 講 演

　
誰 も が

互 い に 認め 合 い
「 市 民 一

人 一 人 が人 権 を 尊重 す る まち 」 に 向け 、  「山口 市 人 権ふ れ あ いフ ェ ス ティ バ ル 」が 開 か れる 。 日 時

は

1 2月

1 1日  （ 土 ）  午 後 １ 時

か ら ３ 時 半 で 、 会 場 は 山口 南 総 合 セ ン タ ー （ 山 口市 名 田 島 ）  。　
作 家 ・ 僧 侶 の 家 田 荘 子

さ ん が 、  「 一 緒 に 生 き て行 こ う 〜 あ な た の 愛 を 求め て い ま す 」 の 演 題 で 講演 す る 。 常 に 「 弱 者 」 に目 を 向 け て 取 材 を 続 け て

き た 経 験 か ら 学 ん だ 「 人権 」 や 「 男 女 共 同 参 画 」に つ い て 話 す 。　
入 場 は 無 料 で 、 定 員 は

１ ８ ０ 人 。 聴 講 す る に は
2 6日  （ 金 ）  ま で の 申 し 込 み

が 必 要 で 、 応 募 者 多 数 の場 合 は 抽 選 。 申 し 込 み 方法 等 詳 細 は 、 主 催 す る 山口 市 人 権 推 進 課 （
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の ウ ェ ブ サ イ ト  （
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） を 参 照 の こ と 。

　

1 5日  （ 月 ）  ま で 、 国 内 外

の 有 名 ブ ラ ン ド か ら 地元 ・ 山 口 の こ だ わ り 商 品ま で 、 さ ま ざ ま な チ ョ コレ ー ト が 並 ぶ 物 産 展 が 、山 口 井 筒 屋 （ 山 口 市 中 市町 ３ ） で 開 か れ て い る 。山 口 商 工 会 議 所 に よ る チョ コ フ ロ ー ル ヤ マ グ チ の関 連 事 業 。　
き ょ う

1 3日 午 前

1 0時 か

ら は 、 オ ー プ ニ ン グ セ レモ ニ ー 。 石 原 裕 次 郎 の もの ま ね で 有 名 な タ レ ント ・ ゆ う た ろ う も ゲ ス ト参 加 す る 。

チ  ョ  コ フ ロ ー ル 物産 展 が 井 筒 屋 で～ 1 5 日

1 2月

1 1日
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ア ウ ェ イ 大 宮 戦 は ２

－

１ で 勝 利 ！

　
ホ ー ム 琉 球

戦 に 続 き ＃

4 6高 井 選 手 が

２ 試 合 連 続 で 直 接 Ｆ Ｋ を決 め 勝 ち 点

4 1の

1 4位 に 浮

上 。 名 塚 監 督 体 制 で の 初勝 利 に 、 ヒ ー ロ ー イ ン タビ ュ ー で は 高 井 選 手 が 涙ぐ む シ ー ン も 。 霜 田 前 監督 率 い る 大 宮 へ の 勝 利後 、 監 督 は 「 選 手 に も 言

っ た が 最 終 的 に は 、 球 際の と こ ろ 、 気 持 ち の と ころ 。 強 い 気 持 ち を 持 っ たほ う に ボ ー ル が こ ぼ れ てく る 。 そ う い う 部 分 で 最後 ま で 選 手 は 戦 っ て く れた 」 と コ メ ン ト 。 

今 季 も 残 り ４ 試 合 。 １
つ で も 上 の 順 位 を 目 指 し成 長 す る 選 手 た ち に 、 ぜひ ご 注 目 く だ さ い ！

 １ 行 記 事　 き ょ う １ ３ 日 と あ す １ ４ 日 の 午 前 １ ０ 時 か ら 午 後 ３ 時 ま で 、「 や ま ぐ ち ジ ビ エ フ ェ ス タ 」 が Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル 前 広 場 で 。 ジ ビ エ を 活 用 し た 食 品 が 提 供 さ れ る 。
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令 和 ３ 年 度 文 化 資 源 活 用 推 進 事 業

@@ 山 口 市 竪 小 路 ・・ 一 の 坂 川 周 辺

山 口 市 と  あ な た の  ま ん 中 を
ア ー ト で 満 た す ５ 日 間

※ 雨 天 時 大 殿 地 域 交 流 セ ン タ ー

サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


